
開講年次 単位 時間 担当者 開講年次 単位 時間 担当者

１年次 1 15 大瀧 雅文 ３年次 1 15
紺野 圭太
天野 雅子

学習
目標

学習
目標

回数 授業方法 講師/実務経験 回数 授業方法 講師/実務経験

1 講義 1 講義

2 2

3 3 講義

4

5

6

7

4

8

5

6

7

8

テキ
スト

テキ
スト

評価
方法

評価
方法

先修
条件

先修
条件

授業
科目

医療概論 必修

医療を語るには様々な側面があり、更にそれらは時ととも
に変化している。医療の倫理や医療の質に対する考え方や
期待は無論のこと、“健康”と“死”の概念すら変化して
いる。医療者をめざす君たちが臨床の現場に立つ前に知っ
ておくべき医療の過去と現在に関する知識と問題点を概説
する。

授業計画・授業内容

患者の権利とインフォームドコンセン
ト

大瀧 雅文
医師

学院長
実務経験：有

多様な健康観と健康格差

天野　雅子
保健師
元帯広高等
看護学院
副学院長
実務経験:有
【試験配点】
   70点

健康支援と社会保障制度専門基礎分野

医療・医学・疾病の歴史

日本の医療５０年の歴史

患者と医療者がともに考え、より良い
医療を目指すためのEBMとNBM

 3）産業保健
　①労働安全衛生法
　②健康管理、職業病の予防
　③トータルヘルスプロモーション

 4）難病支援
　①特定疾患調査研究事業
　②医療費公費負担制度
 5）感染症対策
　①感染症の基本知識
　②感染症とその予防対策

医療の現場における臨床倫理

医療の現在と未来について－臓器移植
から再生医療へ－

試験

授業
科目

必修

人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて社会資源
を活用できるように必要な知識と基礎的な能力を養う。地
域で生活する人々の健康の保持・増進のための、日本の公
衆衛生や保健活動の特徴など基礎的知識を学び、健康管理
の意義と活動内容について理解を深める。

健康支援と
公衆衛生

授業計画・授業内容

3.公衆衛生と環境保健
 1）人間と生活環境
　①地球環境
　②水・空気・土壌
　③食品保健
　④ごみ、廃棄物
　⑤居住環境
 2）健康問題と環境
　　①環境問題の動向と公衆衛生

学生のための医療概論/医学書院
総合医療論/医学書院

レポート

なし

健康支援と社会保障制度[2]公衆衛生/医学書院
国民衛生の動向
講師作成資料（プリント）

なし

紺野 圭太
医師
帯広刑務所
医務課長
実務経験:有
【試験配点】
   30点

試験

試験

1.公衆衛生の理解
 1）公衆衛生の概念
 2）公衆衛生の技術
 3）健康と公衆衛生
 4）公衆衛生と国際化

2.公衆衛生と地域保健
 1）地域保健
  ①地域保健法の理念と指針
  ②健康日本２１
  ③健康増進法
  ④市町村保健センター、保健所
 2）学校保健
  ①学校保健の理念と目的
  ②学校保健の組織・制度・職種
  ③養護教諭の役割



開講年次 単位 時間 担当者 開講年次 単位 時間 担当者

１年次 1 30 小川健一郎 1年次 1 15
小川　基
小石　永

遠国奈緒美

学習
目標

学習
目標

回数 授業方法 講師/実務経験 回数 授業方法 講師/実務経験

1 講義
講義
演習

2

3

4

5

6 演習

7 5

8 6

7
講義
演習

8 試験

15

テキ
スト

テキ
スト

評価
方法

評価
方法

先修
条件

先修
条件

社会保障の理念と基本的な制度や法律に基づく社会福祉の
方法と課題について学ぶ。健康や障害の状態に応じて社会
資源を活用できるように必要な知識と基礎的な能力を養う
内容とし、保健医療福祉に関する基本概念、関係制度、関
係する職種の役割等を学ぶものとする。

授業計画・授業内容

 1.生活と福祉
  ①社会福祉の意義
  ②生活基盤と社会福祉
  ③社会のなかの集団
  ④社会福祉援助技術

 2.社会保障の理念・社会保障の現状と
　動向
　①社会保障の理念
　②社会保障制度の動向

小川健一郎
社会福祉士
精神保健
福祉士
帯広厚生病院
医療社会

事業科
実務経験:有

授業
科目

社会福祉論 必修

 3.社会保障制度
  ①社会保険の役割
  ②医療保険制度の概要
  ③介護保険制度の概要
  ④年金保険制度の概要
  ⑤労働保険制度の課題

9
 4.社会福祉の歴史と動向
　①社会福祉の歴史
　②社会福祉の現状と課題

10
11
12
13

 5.社会福祉諸制度と施策
  ①生活保護
  ②障害福祉
　③児童福祉・母子福祉
　④高齢者福祉

14
6.福祉行政の仕組みと民間活動
　①福祉行政の実施主体
　②民間活動

試験

健康支援と社会保障制度③社会福祉/メヂカルフレンド社
国民福祉の動向

試験

なし

授業
科目

リハビリテー
ション論

必修

健康や障害の状態に応じたリハビリテーション療法につい
て理解する。ひとが地域で生活し続けることを支えるため
に、経過に応じたリハビリテーションや、対象となる人々
の生活を支えるために必要となる支援について理解する。

授業計画・授業内容

言語機能、嚥下機能を支えるリハビリテー
ションの実際

遠国奈緒美
言語聴覚士
帯広厚生病院
言語聴覚療法
科係長
実務経験:有
【試験配点】
   20点

1

2

リハビリテーションの定義と理念
リハビリテーションの対象と制度
障害概論
障害の考え方、ノーマライゼーション
障害者の自立支援と障害福祉
リハビリテーションの分野
リハビリテーション医療の提供
経過別リハビリ

小川　基
理学療法士
帯広厚生病院
理学療法技術
科技士長
実務経験:有
【試験配点】
   50点

3

4

身体の基本的動作能力を支えるリハビリ
テーション
1)運動機能評価・関節可動域テスト　ROM
2）物理療法、3）呼吸器疾患のリハビリ
4）循環器疾患のリハビリ
5）感覚障害・運動麻痺のリハビリ

　自動・多動運動の実際

リハビリテーション看護　医学書院

試験

なし

健康支援と社会保障制度専門基礎分野

日常生活行動や社会適応能力を支えるリハ
ビリテーション
日常生活動作テスト・ 高次脳機能検査

講義
演習

小石　永
作業療法士帯
広厚生病院作
業療法技術科
係長

実務経験:有

【試験配点】

   30点



開講年次 単位 時間 担当者 開講年次 単位 時間 担当者

1年次 1 15 大瀧　雅文 ３年次 1 15 天野 雅子

学習
目標

学習
目標

回数 授業方法 講師/実務経験 回数 授業方法 講師/実務経験

1 講義 1 講義

2

3

4

5

6

7

8

5

6

7

8

テキ
スト

テキ
スト

評価
方法

評価
方法

先修
条件

先修
条件

授業
科目

保健医療
システム論

必修
授業
科目

法と看護

専門基礎分野 健康支援と社会保障制度

高齢化や疾病構造の変化に伴う医療提供体制の変化から、
様々な病院の機能を理解する。
それをもとに現在進められている医療計地域医療における
連携の実際について理解する。
さらに社会保障制度の中の医療保険制度について学び、国
民医療費と医療の適正配置について理解する。

授業計画・授業内容

我が国の医療提供体制の仕組みと課題
について 大瀧 雅文

医師

学院長
実務経験:有医療計画と地域医療構想

診療報酬制度の基本的な仕組み

医療保険制度と介護保険制度、公的扶
助（生活保護制度、特定疾病など）

国民医療費と医療経済、資源の適正配
分

地域包括ケアシステムを発展させるた
めの地域医療連携と多職種連携の推進

学生のための医療概論/医学書院
総合医療論/医学書院
看護マネジメント入門/日本看護協会出版会

医療連携におけるDXの推進

試験

試験

なし なし

　試験

健康支援と社会保障制度［4］看護関係法令/医学書院
講師作成資料

筆記試験

Ⅳ．医療提供体制と医療関係法規
 1.医師法
 2.歯科医師法
 3.医療法
 4.医療関係職種の法
 5.保健医療福祉資格法

必修

Ⅴ．医療事故と看護職の法的責任
 1.医療事故
 2.医療過誤
 3.医療安全への法整備
 4.看護事故
 5.看護職の法的責任

Ⅵ．看護実践と法規定
 1.看護専門職の責務
 2.看護業務基準
 3.看護実践と関係法規
 4.看護職の責任と役割の自覚

2

3

4

Ⅱ．保健師助産師看護師法
 1.法の理念・目的
 2.看護職の定義
 3.構造と附属法令
 4.免許要件
 5.籍の登録と免許
 6.業務と義務
 7.研修
 8.試験
 9.学校・養成所

Ⅲ．看護職員の確保・労働に関する法律
 1.看護師等人材確保の促進に関する法律
 2.労働基準法/労働安全衛生法
 3.育児・介護休業法

看護の専門職者として必要な保健師助産師看護師法及び関
係法令の基礎知識を理解する。

授業計画・授業内容

Ⅰ．法の概念と厚生行政
 1.法と規範、法と道徳
 2.看護と法、法の分類と種類
 3.法令の優劣、法の分類
 4.衛生法、厚生行政のしくみ

天野 雅子
保健師
元帯広高等
看護学院

副学院長
実務経験:有


